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中
国
研
究
集
刊 

剣
号
（
総
五
十
五
号
）
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

四
〇
︱
五
三
頁

上
博
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
と
儒
家
系
文
献
形
成
史

湯
浅
邦
弘

序　

言

二
〇
一
一
年
五
月
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
八
分

冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』（
顔

淵 

孔
子
に
問
う
）
と
題
す
る
儒
家
系
古
逸
文
献
（
竹
簡
十
四
枚
）

が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
顔
淵
が
、
孔
子
に
「
君
子
が

国
内
の
政
治
に
従
事
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
道
が
あ
り
ま
す

か
」
と
問
う
も
の
で
あ
る
。
文
章
の
一
部
は
、『
論
語
』
に
類
似

す
る
点
も
あ
る
が
、
竹
簡
の
乱
れ
も
多
く
、
読
解
に
困
難
を
来
し

て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
文
献
の
釈
文
を
提
示
し
、
全

体
の
意
味
を
確
認
し
た
い
。
次
に
、
こ
の
文
献
か
ら
う
か
が
う
こ

と
の
で
き
る
顔
淵
像
や
孔
子
集
団
の
特
色
を
考
察
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
と
伝
世
儒
家
系
文
献
と
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
文
献
の
思
想
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
先
秦
に
お

け
る
儒
家
系
文
献
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
る

こ
と
と
し
た
い
。

一
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
概
要

ま
ず
、
竹
簡
の
概
要
を
確
認
す
る
（
注
1
）
。

①�
こ
の
竹
簡
は
、
泥
塊
の
表
層
に
付
着
し
て
い
た
た
め
、
損
壊
と

散
佚
が
あ
り
、
確
認
で
き
る
竹
簡
は
全
十
四
簡
で
あ
る
。
こ
れ

以
外
に
も
、
残
簡
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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②�
完
簡
で
あ
る
第
七
簡
お
よ
び
そ
の
他
の
竹
簡
の
現
状
か
ら
総
合

的
に
分
析
し
て
、
簡
長
は
四
十
六
・
二
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ

ン
チ
、
厚
さ
〇
・
一
二
セ
ン
チ
。

③�

竹
簡
の
両
端
は
平
斉
で
、
三
道
編
綫
。

④�

契
口
は
右
端
に
あ
り
、
各
竹
簡
は
、
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で

が
二
・
六
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
二
十
・

五
セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
第
三
契
口
ま
で
が
二
十
・
五
セ
ン

チ
、
第
三
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
二
・
六
セ
ン
チ
。

⑤�

文
字
は
、
第
一
契
口
か
ら
第
三
契
口
ま
で
の
間
に
記
さ
れ
て
お

り
、
各
簡
三
十
一
字
前
後
。
総
字
数
三
百
十
三
字
。
内
、
合
文

七
、
重
文
六
。

⑥�

本
篇
は
儒
家
系
古
逸
文
献
で
篇
題
は
な
く
、「
顔
淵
問
於
孔
子
」

は
首
句
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。
た
だ
、
左
図
の
よ
う
に
実
際

に
は
、「
顔
」
字
は
首
字
で
は
な
く
、
こ
の
上
に
一
字
分
の
欠

損
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
簡
自
体
が
首
簡
で
な
い
可
能
性
も
残

る
。

二
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
釈
読

原
釈
文
（
担
当
は
濮
茅
左
氏
）
は
、
全
十
四
簡
と
し
、
１
～
１４

に
配
列
す
る
が
、
復
旦
吉
大
古
文
字
專
業
研
究
生
聯
合
讀
書
會
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
再
配
列
案
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
2
）
。

１
＋
（
１２
Ａ
＋
２
Ｂ
）
＋
（
２
Ａ
＋
１１
＋
１２
Ｂ
）
＋
５
＋
６

＋
７
＋
９
＋
１０

こ
の
再
配
列
案
に
よ
っ
て
も
、
意
味
の
接
続
し
な
い
竹
簡
３
・

４
・
８
・
１３
・
１４
が
残
る
が
、
第
十
簡
ま
で
は
一
応
文
義
が
取
れ

る
の
で
、
以
下
、
こ
れ
に
従
っ
て
釈
読
を
進
め
る
。

な
お
、
第
十
簡
末
尾
が
一
応
本
文
の
末
尾
と
考
え
ら
れ
る
が
、

原
釈
文
は
、
こ
の
下
に
脱
文
が
あ
る
と
し
、
聯
合
讀
書
會
は
第
八

簡
と
文
意
が
つ
な
が
る
と
す
る
。

以
下
、「
〓
」
は
重
文
符
号
、【
１
】【
２
】
な
ど
の
数
字
は
竹

簡
番
号
、
Ａ
・
Ｂ
は
破
断
し
た
竹
簡
の
上
部
と
下
部
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。
ま
た
、［　

］
内
の
漢
字
は
、
竹
簡
欠
損
部
を
文
意
に

基
づ
い
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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【
原
文
】

□
顏
淵
問
於
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
敢
問
君
子
之
内
事
也
有
道

乎
」。孔

〓
（
孔
子
）
曰
、「
有
」。

顏
淵
、「
敢
問
何
如
」。

孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
敬
又
（
宥
）
佂
（
過
）、
而
【
１
】［
先
］

有
司
、
老
〓
（
老
老
）
而
慈
幼
、
豫
絞
而
收
貧
、
祿
不
足
則
請
、

有
余
則
辭
。【
１２
Ａ
】
敬
又
（
宥
）
佂
（
過
）、
所
以
爲
樂
也
。
先

【
２
Ｂ
】［
有
］
司
、
所
以
【
２
Ａ
】
得
情
。
老
〓
（
老
老
）
而
慈

幼
、
所
以
處
仁
也
。
豫
絞
而
收
貧
、
所
以
親
【
１１
】
也
。
祿
不
足

則
請
、
有
余
【
１２
Ｂ
】
則
辭
、
所
以
明
信
也
。
蓋
君
子
之
内
事
也

如
此
矣
」。

顏
淵
曰
、「
君
子
之
内
事
也
、
回
旣
聞
命
矣
。
敢
問
【
５
】
君

子
之
内
教
也
有
道
乎
」。

孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
有
」。

顏
淵
、「
敢
問
何
如
」。

孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
修
身
以
先
、
則
民
莫
不
從
矣
。
前
【
６
】

以
博
愛
、
則
民
莫
遺
親
矣
。
導
之
以
儉
、
則
民
知
足
矣
。
前
之
以

讓
、
則
民
不
爭
矣
。
或
（
又
）
迪
而
教
【
７
】
之
、
能
〓
（
能

能
）、
賤
不
肖
而
遠
之
、
則
民
知
禁
矣
。
如
進
者
勸
行
、
退
者
知

禁
、
則
其
於
教
也
不
遠
矣
」。

顏
淵
曰
、「【
９
】
君
子
之
内
教
也
、
回
旣
聞
矣
〓
（
矣
已
）。

敢
問
至
明
（
名
）」。

孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
德
成
則
名
至
矣
。
名
至
必
卑
身
〓
（
身
、

身
）
治
大
則
（
則
大
）
祿
【
１０
】。

〈
残
簡
〉

［
君
子
讓
］
而
得
之
、
小
人
爭
而
失
之
。【
８
】

示
則
斤
、
而
母
（
毋
）
谷
（
欲
）・（
得
）
安
（
焉
）。【
１４
】

屰
（
素
？
）
行
而
信
、
先
凥
（
處
）
忠
也
、
貧
而
安
樂
、
先
凥

（
處
）【
１３
】

内
矣
。
庸
言
之
信
、
庸
行
之
敬
【
４
】

必
不
在
茲
之
内
矣
。
顏
淵
西
【
３
】

【
訓
読
】

□
顔
淵 

孔
子
に
問
い
て
曰
く
、「
敢
て
問
う
、
君
子
の
内
事
に

道
有
る
か
」。

孔
子
曰
く
、「
有
り
」。

顔
淵
、「
敢
て
問
う
、
何
如
」。

孔
子
曰
く
、「
敬
み
て
過
ち
を
宥
し
て
、
有
司
を
﹇
先
﹈
に
し
、
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老
を
老う
や
まい

て
幼
を
慈
し
み
、
絞
を
予
し
て
貧
を
収
め
、
禄
足
ら
ざ

れ
ば
則
ち
請
い
、
余
り
有
れ
ば
則
ち
辞
す
。
敬
み
て
過
ち
を
宥
す

は
、
楽
を
為
す
所
以
な
り
。﹇
有
﹈
司
を
先
に
す
る
は
、
情
を
得

る
所
以
な
り
。
老
を
老
い
て
幼
を
慈
し
む
は
、
仁
に
処
る
所
以
な

り
。
絞
を
予
し
て
貧
を
収
む
る
は
、
親
を
取
る
所
以
な
り
。
禄
足

ら
ざ
れ
ば
則
ち
請
い
、
余
り
有
れ
ば
則
ち
辞
す
は
、
信
を
明
ら
か

に
す
る
所
以
な
り
。
蓋
し
君
子
の
内
事
は
此
く
の
如
し
」。

顔
淵
曰
く
、「
君
子
の
内
事
は
、
回
既
に
命
を
聞
く
。
敢
て
問

う
、
君
子
の
内
教
に
道
有
る
か
」。

孔
子
曰
く
、「
有
り
」。

顔
淵
、「
敢
て
問
う
、
何
如
」。

孔
子
曰
く
、「
身
を
修
め
て
以
て
先
ん
ず
れ
ば
、
則
ち
民
従
わ

ざ
る
莫
し
。
前
み
て
以
て
博
く
愛
す
れ
ば
、
則
ち
民
親
を
遺わ
す

る
莫

し
。
之
を
導
く
に
倹
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民
足
る
を
知
る
。
之

を
前
む
る
に
譲
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民
争
わ
ず
。
又
迪み
ち
びき
て

之
を
教
う
る
に
、
能
を
能
と
し
、
不
肖
を
賤
と
し
て
之
を
遠
ざ
く

れ
ば
、
則
ち
民
禁
を
知
る
。
如
し
進
む
者
行
い
を
勧
め
、
退
く
者

禁
を
知
れ
ば
、
則
ち
其
の
教
に
於
け
る
や
遠
か
ら
ず
」。

顔
淵
曰
く
、「
君
子
の
内
教
は
、
回
既
に
聞
け
り
。
敢
て
至
名

を
問
う
」。

孔
子
曰
く
、「
徳
成
れ
ば
則
ち
名
至
る
。
名
至
れ
ば
必
ず
身
を

卑
く
す
。
身
治
ま
れ
ば
則
ち
大
い
に
禄
あ
り
」。

〈
以
下
、
連
接
未
詳
の
残
簡
〉

﹇
君
子
は
譲
り
て
﹈
之
を
得
、
小
人
は
争
い
て
之
を
失
う
。

示
則
斤
、
而
母
（
毋
）
谷
（
欲
）・（
得
）
安
（
焉
）。

屰
（
素
？
）
行
而
信
、
先
凥
（
處
）
忠
也
、
貧
而
安
樂
、
先
凥

（
處
）

内
矣
。
庸
言
は
之
れ
信
に
し
、
庸
行
は
之
れ
敬
し
む
。

必
不
在
茲
之
内
矣
。
顏
淵
西

【
現
代
語
訳
】

顔
淵
が
孔
子
に
た
ず
ね
た
、「
あ
え
て
お
う
か
が
い
致
し
ま
す
。

君
子
が
国
内
の
政
治
に
従
事
す
る
場
合
に
と
る
べ
き
道
が
あ
り
ま

す
か
」。

孔
子
は
言
わ
れ
た
、「
有
る
」。

顔
淵
、「
あ
え
て
お
う
か
が
い
致
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
」。

孔
子
は
言
わ
れ
た
、「
謹
ん
で
過
失
を
許
し
、
役
人
に
率
先
し

て
や
ら
せ
、
老
人
を
敬
い
幼
児
を
慈
し
み
、
徴
税
を
猶
予
し
て
貧

（ 43 ）



困
者
を
収
容
し
、
俸
禄
が
不
足
し
て
い
れ
ば
請
求
し
、
余
裕
が
あ

れ
ば
辞
退
す
る
。
謹
ん
で
過
失
を
許
す
の
は
、
楽
し
み
を
な
す
た

め
で
あ
る
。
役
人
に
率
先
し
て
や
ら
せ
る
の
は
、
実
情
を
得
る
た

め
で
あ
る
。
老
人
を
敬
い
幼
児
を
慈
し
む
の
は
、
仁
に
よ
る
た
め

で
あ
る
。
徴
税
を
猶
予
し
て
貧
困
者
を
収
容
す
る
の
は
、
親
し
み

を
得
る
た
め
で
あ
る
。
俸
禄
が
不
足
し
て
い
れ
ば
請
求
し
、
余
裕

が
あ
れ
ば
辞
退
す
る
と
い
う
の
は
、
信
頼
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

で
あ
る
。
思
う
に
君
子
が
国
政
に
従
事
す
る
の
は
こ
の
よ
う
で
あ

る
」。顔

淵
が
言
っ
た
、「
君
子
が
国
政
に
従
事
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
お
言
葉
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
あ
え
て
お
う
か
が
い
致
し

ま
す
。
君
子
が
国
内
で
民
を
教
導
す
る
場
合
に
、
と
る
べ
き
道
は

あ
り
ま
す
か
」。

孔
子
は
言
わ
れ
た
、「
有
る
」。

顔
淵
、「
あ
え
て
お
う
か
が
い
致
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
」。

孔
子
は
言
わ
れ
た
、「
吾
が
身
を
修
め
て
率
先
す
れ
ば
、
民
は

必
ず
従
う
で
あ
ろ
う
。
積
極
的
に
民
を
広
く
愛
す
れ
ば
、
民
は
親

愛
の
情
を
忘
れ
な
い
。
倹
約
の
精
神
で
民
を
教
導
す
れ
ば
、
民
は

満
足
を
知
る
。
謙
譲
の
精
神
で
民
を
進
め
さ
せ
れ
ば
、
民
は
争
う

こ
と
が
な
い
。
ま
た
民
を
教
導
す
る
と
き
に
、
能
力
あ
る
も
の
を

能
力
あ
る
も
の
と
し
て
認
め
、
不
肖
の
者
を
劣
っ
て
い
る
と
し
て

遠
ざ
け
れ
ば
、
民
は
禁
（
何
が
評
価
さ
れ
、
何
が
評
価
さ
れ
な
い

の
か
）
を
知
る
。
も
し
進
む
者
が
積
極
的
に
行
動
し
、
退
く
者
が

禁
を
知
れ
ば
、
そ
の
教
導
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の
も
遠
く
は
な

か
ろ
う
」。

顔
淵
が
言
っ
た
、「
君
子
が
国
内
で
教
導
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
す
で
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
あ
え
て
名
を
致
す
こ
と
に
つ
い
て

お
う
か
が
い
致
し
ま
す
」。

孔
子
は
言
わ
れ
た
、「
徳
が
完
成
す
れ
ば
自
ず
か
ら
名
は
つ
い

て
来
る
。
名
が
至
れ
ば
、
必
ず
身
を
低
く
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し

て
身
が
治
ま
っ
て
い
れ
ば
、
大
い
に
禄
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」。

〈
連
接
未
詳
の
残
簡
部
の
現
代
語
訳
〉

〈
第
８
簡
〉

君
子
は
譲
っ
て
（
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
）
獲
得
し
、

小
人
は
争
っ
て
（
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
）
失
う
。

〈
第
４
簡
〉

日
常
の
言
葉
に
い
つ
わ
り
が
な
い
よ
う
に
し
、
日
常
の
行
動
を

慎
む
。

（ 44 ）



【
語
注
】

①�
内
事
…
…
国
内
の
政
事
。『
穀
梁
伝
』
荘
公
十
一
年
に
、「
公
敗

宋
師
于
鄑
。
內
事
不
言
戰
、
舉
其
大
者
、
其
日
、
成
敗
之
也
」。

宮
中
の
こ
と
。『
周
礼
』
春
官
・
世
婦
に
、「
凡
內
事
有
達
於
外

官
者
、
世
婦
掌
之
」。
宗
廟
の
祭
り
、
ま
た
は
内
神
（
一
家
の

神
）
を
祭
る
こ
と
。『
礼
記
』
曲
礼
下
に
、「
踐
阼
臨
祭
祀
內
事

曰
孝
王
某
、
外
事
曰
嗣
王
某
」。
但
し
、
原
釈
文
は
一
説
と
し

て
「
入
事
」
と
し
、
陳
偉
（
注
3
）
は
さ
ら
に
「
入
仕
」
に
読
み
、

黄
人
二
・
趙
思
木
（
注
4
）
も
そ
れ
を
是
と
す
る
。
し
か
し
、
顔
淵

の
二
番
目
の
質
問
が
「
内
教
」
な
の
で
、
こ
こ
も
「
内
事
」
と

す
る
方
が
対
応
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

②�

敬
又
（
宥
）
佂
（
過
）
…
…
「
佂
」
字
、
原
釈
文
は
「
正
」
に

読
み
、
聯
合
讀
書
會
は
待
考
と
す
る
。
黄
人
二
・
趙
思
木
は

「
苟
有
荒
」
に
読
む
が
、
意
味
が
取
り
づ
ら
い
。
蘇
建
洲
（
注
5
）

は
「
禍
」、
鄭
公
渡
（
注
6
）
は
さ
ら
に
「
過
」
に
読
み
、
こ
の
句

を
「
敬
宥
過
」
と
す
る
。
字
形
か
ら
は
や
や
連
想
し
に
く
い

が
、
意
味
的
に
は
そ
の
よ
う
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

③�

豫
絞
…
…
聯
合
讀
書
會
に
従
い
、「
豫
絞
」
と
読
み
、
賦
税
の

免
除
の
意
に
取
る
。
な
お
、
黄
人
二
・
趙
思
木
は
、「
豫
絞
」

と
認
定
し
た
上
で
、「
逸
労
」
と
読
み
、
労
働
者
を
休
息
さ
せ

る
こ
と
と
す
る
。

④�

内
教
…
…
陳
偉
は
、
は
じ
め
の
「
入
仕
」
に
対
応
さ
せ
て
、

「
入
教
」
と
読
む
が
、「
使
教
化
深
入
人
心
」
と
い
う
理
解
に
や

や
無
理
が
あ
る
。
こ
の
一
段
は
、
君
子
が
い
か
に
国
内
の
民
を

教
導
し
教
化
し
て
い
く
べ
き
か
を
説
い
て
い
る
の
で
、
や
は
り

「
内
教
」
と
読
み
た
い
。

⑤�

能
〓
（
能
能
）
…
…
黄
人
二
・
趙
思
木
は
、
前
の
句
に
続
け
て

「
教
之
以
能
」
に
読
む
が
、
や
は
り
重
文
符
号
を
重
視
し
て
、

「
能
能
」
に
読
み
、
能
力
あ
る
者
を
能
力
あ
る
も
の
と
し
て
適

正
に
評
価
す
る
、
の
意
と
取
り
た
い
。

⑥�

矣
〓
（
矣
已
）
…
…
原
釈
文
は
、「
矣
已
」
と
解
す
る
。
聯
合

讀
書
會
は
、
こ
の
「
〓
」
を
衍
字
と
し
、
黄
人
二
・
趙
思
木
は
、

「
命
矣
」
に
改
め
る
。
確
か
に
、
は
じ
め
の
顔
回
の
言
葉
「
回

旣
聞
命
矣
」
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
こ
は
「
命
」
字
が
な
く
重
文

符
号
は
余
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
強
い
て
前
句
に
揃
え
る

必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、
顔
淵
像
の
特
色

さ
て
、
こ
の
文
献
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
孔
子
に
質
問
し

て
い
る
の
が
顔
淵
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、『
論
語
』

に
も
、
孔
子
と
顔
淵
と
の
会
話
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

問
答
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
伝
世
文
献
に
お
け
る
代
表
的

な
顔
淵
像
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
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①�

子
曰
、「
回
也
其
庶
乎
、
屢
空
。
賜
不
受
命
、
而
貨
殖
焉
、
億

則
屢
中
」。（
子
曰
く
、「
回
や
其
れ
庶ち
か

き
か
、
屢
し
ば
し
ば

空む
な

し
。
賜

は
命
を
受
け
ず
し
て
貨
殖
す
。
億
お
も
ん
ぱ
か

れ
ば
則
ち
屢
中あ
た

る
」。）

（『
論
語
』
先
進
篇
）

②�

孔
子
曰
、「
賢
哉
回
也
。
一
簞
食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
、
人
不

堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
樂
」。（
孔
子
曰
く
、「
賢
な
る
か
な
回

や
。
一
簞
食
、
一
瓢
飲
に
し
て
、
陋
巷
に
在
り
、
人
其
の
憂
い

に
堪
え
ざ
る
も
、
回
や
其
の
楽
し
み
を
改
め
ず
」。）（『
史
記
』

仲
尼
弟
子
列
伝
）

③�

孔
子
謂
顏
回
曰
、「
回
、
來
。
家
貧
、
居
卑
、
胡
不
仕
乎
」。
顏

回
對
曰
、「
不
愿
仕
。
回
有
郭
外
之
田
五
十
畝
、
足
以
給
飦
粥
。

郭
内
之
田
十
畝
、
足
以
為
絲
麻
。
鼓
琴
足
以
自
娛
、
所
學
夫
子

之
道
者
、
足
以
自
樂
也
。
回
不
愿
仕
」。（
孔
子
顔
回
に
謂
い
て

曰
く
、「
回
、
来
た
れ
。
家
貧
し
く
、
卑
し
き
に
居
る
。
胡な
ん

ぞ

仕
え
ざ
る
や
と
」。
顔
回
対
え
て
曰
く
、「
仕
う
る
を
願
わ
ず
。

回 

郭
外
の
田
五
十
畝
有
り
、
以
て
飦せ
ん

粥し
ゅ
く

を
給
す
る
に
足
る
。

郭
内
の
田
十
畝
、
以
て
絲
麻
を
為
る
に
足
る
。
鼓
琴
以
て
自
ら

娛
し
む
に
足
り
、
夫
子
に
学
ぶ
所
の
道
は
、
以
て
自
ら
楽
し
む

に
足
る
な
り
。
回
は
仕
う
る
を
願
わ
ず
」。）（『
荘
子
』
襄
王

篇
）

④�

顔
淵
問
於
孔
子
曰
、「
淵
願
貧
如
富
、
賤
如
貴
、
無
勇
而
威
、

與
士
交
通
、
終
身
無
患
難
、
亦
且
可
乎
」。
孔
子
曰
、「
善
哉
回

也
。
夫
貧
而
如
富
、
其
知
足
而
無
欲
也
。
賤
而
如
貴
、
其
譲
而

有
禮
也
。
無
勇
而
威
、
其
恭
敬
而
不
失
於
人
也
。
終
身
無
患

難
、
其
擇
言
而
出
之
也
。
若
回
者
、
其
至
乎
。
雖
上
古
聖
人
、

亦
如
此
而
已
」。（
顔
淵
孔
子
に
問
い
て
曰
く
、「
淵
願
わ
く
は

貧
に
し
て
富
み
、
賤
に
し
て
貴
く
、
勇
無
く
し
て
威
あ
り
、
士

と
交
通
し
て
、
終
身
患
難
無
き
も
、
亦
た
且
つ
可
な
ら
ん
か
」。

孔
子
曰
く
、「
善
き
か
な
回
や
。
夫
れ
貧
し
く
し
て
富
む
が
如

き
は
、
其
れ
足
る
を
知
り
て
欲
無
き
な
り
。
賤
に
し
て
貴
き
が

如
き
は
、
其
れ
譲
り
て
礼
有
る
な
り
。
勇
無
く
し
て
威
あ
る

は
、
其
れ
恭
敬
に
し
て
人
を
失
わ
ざ
る
な
り
。
終
身
患
難
無
き

は
、
其
れ
言
を
択
び
て
之
を
出
だ
す
な
り
。
回
の
若
き
は
、
其

れ
至
れ
る
か
な
。
上
古
の
聖
人
と
雖
も
、
亦
た
此
く
の
如
き
の

み
」。）（『
韓
詩
外
伝
』
巻
十
）

⑤�

顏
淵
問
為
邦
。
子
曰
、「
行
夏
之
時
、
乘
殷
之
輅
、
服
周
之
冕
、

樂
則
韶
舞
。
放
鄭
聲
、
遠
佞
人
。
鄭
聲
淫
、
佞
人
殆
」。（
顔
淵

邦く
に

を
為お
さ

め
ん
こ
と
を
問
う
。
子
曰
く
、「
夏
の
時
を
行
い
、
殷

の
輅ろ

に
乗
り
、
周
の
冕
を
服
し
、
楽
は
則
ち
韶
舞
。
鄭
声
を
放

ち
、
佞
人
を
遠
ざ
く
。
鄭
声
は
淫
、
佞
人
は
殆
し
」。）（『
論

語
』
衛
霊
公
篇
）

こ
の
よ
う
に
、
顔
淵
は
、
伝
世
文
献
の
中
で
は
、
通
常
、
出
仕

（
俸
禄
の
受
給
）
を
願
わ
ず
清
貧
の
生
活
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。
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最
も
著
名
な
の
は
、
上
記
の
資
料
①
②
の
孔
子
の
言
葉
で
あ
ろ

う
。
資
料
③
④
も
同
様
で
あ
る
が
、
特
に
③
の
資
料
で
は
、
顔
回

は
仕
官
を
願
わ
な
か
っ
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
面

が
、
や
が
て
、
常
に
心
を
虚
し
く
し
て
い
た
と
い
う
道
家
的
な
顔

淵
像
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
（
注
7
）
。

で
は
、
顔
淵
は
政
治
に
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
資
料
⑤

の
よ
う
に
、『
論
語
』
の
中
で
、「
邦
を
為
め
る
」
方
法
に
つ
い
て

質
問
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
伝
世
文
献
に
お
い

て
、
顔
淵
は
、
主
と
し
て
、
政
治
に
背
を
向
け
て
清
貧
の
生
活
を

送
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
に
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
孔
子

に
質
問
す
る
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
こ
の
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
に
登
場
す
る
顔
淵
は
、
出
仕

に
深
く
関
わ
る
「
内
事
」｢

内
教｣

「
至
名
」
に
つ
い
て
次
々
と
孔

子
に
質
問
し
て
い
る
。「
敢
て
問
う
」
と
い
う
連
続
的
な
質
問
は
、

政
治
に
対
す
る
顔
淵
の
強
い
意
識
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
従
っ
て
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
に
お
け
る
顔
淵
像
は
、
顔

淵
も
実
は
政
治
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
一
面
を
強
調

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
顔
淵
は
孔
子
よ
り
も
早
く
亡
く

な
っ
た
が
、
そ
の
徳
を
偲
び
、
彼
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
後
学
た

ち
が
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。『
顔
淵
問
於
孔
子
』
の
特
色
は
、

ま
ず
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
儒
家
と
為
政

次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
問
答
の
内
容
で
あ
る
。「
内
事
」｢

内

教｣

「
至
名
」
と
も
、
国
内
で
の
政
治
活
動
を
想
定
し
た
質
問
で

あ
り
、
為
政
を
目
指
し
た
儒
家
集
団
の
あ
り
方
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。
特
に
、
俸
禄
の
受
給
に
つ
い
て
説
く
点
は
、『
論
語
』
に

も
見
え
る
注
目
点
で
あ
る
。

①�

子
張
學
干
祿
。
子
曰
、「
多
聞
闕
疑
、
慎
言
其
餘
、
則
寡
尤
。

多
見
闕
殆
、
慎
行
其
餘
、
則
寡
悔
。
言
寡
尤
、
行
寡
悔
、
祿
在

其
中
矣
」。（
子
張 

禄
を
干も
と

む
る
を
学
ぶ
。
子
曰
く
、「
多
く
聞

き
て
疑
わ
し
き
を
闕か

き
、
慎
み
て
其
の
余
を
言
え
ば
、
則
ち
尤と
が

寡
な
し
。
多
く
見
て
殆
き
を
闕
き
、
慎
み
て
其
の
余
を
行
え

ば
、
則
ち
悔
寡
な
し
。
言
に
尤
寡
な
く
、
行
に
悔
寡
な
け
れ

ば
、
禄
其
の
中
に
在
り
」。）（『
論
語
』
為
政
篇
）

②�

子
曰
、「
君
子
謀
道
不
謀
食
。
耕
也
、
餒
在
其
中
矣
。
學
也
、

祿
在
其
中
矣
。
君
子
憂
道
不
憂
貧
」。（
子
曰
く
、「
君
子
は
道

を
謀
り
て
食
を
謀
ら
ず
。
耕
し
て
餒う
え

其
の
中
に
在
り
。
学
び
て

禄
其
の
中
に
在
り
。君
子
は
道
を
憂
え
て
貧
し
き
を
憂
え
ず
」。）

（『
論
語
』
衛
霊
公
篇
）

③�

公
曰
、「
祿
不
可
後
乎
」。
子
曰
、「
食
為
味
、
味
為
氣
、
氣
為
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志
、
發
志
為
言
、
發
言
定
名
、
名
以
出
信
、
信
載
義
而
行
之
、

祿
不
可
後
也
」。（
公
曰
く
、「
禄
は
後の
ち

に
す
べ
か
ら
ざ
る
か
」。

子
曰
く
、「
食
は
味
を
為
り
、
味
は
気
を
為
り
、
気
は
志
を
為

る
。
志
を
発
し
て
言
を
為
り
、
言
を
発
し
て
名
を
定
む
。
名
は

以
て
信
を
出
し
、
信
は
義
を
載お
こ
ない
て
之
を
行
う
。
禄
は
後
に
す

べ
か
ら
ざ
る
な
り
」。）（『
大
戴
礼
記
』
四
代
篇
）

④�

賢
能
失
官
爵
、
功
勞
失
賞
祿
、
爵
祿
失
則
士
卒
疾
怨
、
兵
弱
不

用
、
曰
「
不
平
」
也
。
不
平
則
飭
司
馬
。（
賢
能 

官
爵
を
失

い
、
功
労 

賞
禄
を
失
い
、
爵
禄
失
え
ば
則
ち
士
卒
疾
怨
し
、

兵
弱
く
し
て
用
い
ら
れ
ざ
る
を
「
不
平
」
と
曰
う
な
り
。
平
か

な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
司
馬
を
飭い
ま
しむ

。）（『
大
戴
礼
記
』
盛
徳
篇
）

『
論
語
』
の
中
で
、
俸
禄
を
求
め
る
方
法
に
つ
い
て
質
問
し
た

の
は
、
資
料
①
に
見
え
る
よ
う
に
、
孔
子
の
弟
子
の
子
張
で
あ
っ

た
。
孔
子
は
そ
の
よ
う
な
露
骨
な
姿
勢
を
た
し
な
め
て
い
る
が
、

俸
禄
を
求
め
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
資

料
③
④
に
見
え
る
よ
う
に
、
儒
家
系
の
伝
世
文
献
で
も
、
俸
禄
の

重
要
性
は
明
確
に
説
か
れ
て
い
る
。

資
料
③
で
は
、
そ
の
直
前
部
分
で
、
孔
子
が
、「
職
は
功
績
あ

る
者
に
念
を
入
れ
て
手
厚
く
す
る
」
と
説
い
た
の
に
対
し
て
、
哀

公
が
、「
禄
は
後
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
」
と
問
う
。
こ
れ
に

答
え
て
孔
子
は
、「
名
は
信
を
出
し
、
信
は
義
を
行
う
た
め
の
も

の
だ
か
ら
、
禄
は
後
に
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
資
料

④
で
も
、
長
幼
の
序
、
君
臣
の
義
が
失
わ
れ
れ
ば
、
有
徳
者
も
官

職
を
失
い
、
功
労
者
も
賞
禄
を
失
い
、
爵
禄
を
失
え
ば
、
士
卒
は

そ
れ
を
怨
ん
で
仕
事
を
怠
り
、
兵
は
弱
体
化
し
て
用
を
な
さ
な
く

な
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
同
様
に
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
に
お
い
て
も
、
孔
子
は
、

俸
禄
が
不
足
し
て
い
れ
ば
請
求
し
、
余
裕
が
あ
れ
ば
辞
退
す
る
と

い
う
の
が
、
信
頼
を
示
す
方
法
だ
と
説
い
て
い
る
。
必
ず
し
も
文

言
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
儒
家
に
お
い
て
爵
禄
が
人
間
の
信
義
の
裏
付
け
に
な
る
も
の

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
儒
家
自
身
は
、
そ
う
し
た
裏
付
け
の
も
と
に
政
治
活
動
を
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

儒
家
集
団
は
、
決
し
て
純
粋
な
学
術
研
究
集
団
だ
っ
た
の
で
は

な
い
。
為
政
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
理
想
を
こ
の
世
に

実
現
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
俸
禄
を
得

る
、
す
な
わ
ち
仕
官
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
献

は
、
そ
う
し
た
儒
家
集
団
の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
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五
、
儒
家
系
文
献
の
形
成

最
後
に
、
こ
の
文
献
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
部
分
的
に
『
論

語
』『
孝
経
』『
易
』『
礼
記
』『
仲
弓
』『
荀
子
』
な
ど
と
の
類
似

箇
所
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
以
下
に
、
該
当
部
分
を
掲
げ
て
み

る
。

①�

敬
又
（
宥
）
佂
（
懲
）、
而
【
先
】
有
司
、
老
〓
（
老
老
）
而

慈
幼

・�

仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
。
子
曰
、「
先
有
司
、
赦
小
過
、
舉
賢

才
」。（
仲
弓 

季
氏
の
宰
と
為
り
、
政
を
問
う
。
子
曰
く
、「
有

司
を
先
に
し
、
小
過
を
赦
し
、
賢
才
を
挙
げ
よ
」。）（『
論
語
』

子
路
篇
）

・�

老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
舉
賢
才
、
宥
過
赦
罪
。（
老
を
老う
や
まい
幼

を
慈
し
み
、
有
司
を
先
に
し
、
賢
才
を
挙
げ
、
過
ち
を
宥
し
罪

を
赦
せ
。）（
上
博
楚
簡
『
仲
弓
』）

②
修
身
以
先
、
則
民
莫
不
從
矣

・�

欲
政
之
速
行
也
者
、
莫
若
以
身
先
之
也
。
欲
民
之
速
服
也
者
、

莫
若
以
道
御
之
也
。（
政
の
速
や
か
に
行
わ
れ
ん
こ
と
を
欲
す

る
者
は
、
身
を
以
て
之
に
先
ん
ず
る
に
若
く
は
莫
き
な
り
。
民

の
速
や
か
に
服
す
る
こ
と
を
欲
す
る
者
は
、
道
を
以
て
之
を
御

す
る
に
若
く
は
莫
き
な
り
。）（『
大
戴
礼
記
』
子
張
問
入
官
篇
）

③
前
以
博
愛
、
則
民
莫
遺
親
矣
。

・�

先
之
以
博
愛
、
而
民
莫
遺
其
親
。
陳
之
於
德
義
、
而
民
興
行
。

先
之
以
敬
讓
、
而
民
不
爭
。
導
之
以
禮
樂
、
而
民
和
睦
。
示
之

以
好
惡
、
而
民
知
禁
。（
之
に
先
ん
ず
る
に
博
愛
を
以
て
す
れ

ば
、
而
ち
民
其
の
親
を
遺
る
る
こ
と
莫
し
。
之
に
陳
ぶ
る
に
徳

義
を
以
て
す
れ
ば
、
而
ち
民
興
り
行
う
。
之
に
先
ん
ず
る
に
敬

譲
を
以
て
す
れ
ば
、
而
ち
民
争
わ
ず
。
之
を
導
び
く
に
礼
楽
を

以
て
す
れ
ば
、
而
ち
民
和
睦
す
。
之
に
示
す
に
好
悪
を
以
て
す

れ
ば
、
而
ち
民
禁
を
知
る
。）（『
孝
経
』
三
才
章
）

・�

公
曰
、「
寡
人
雖
無
似
也
、
願
聞
所
以
行
三
言
之
道
、
可
得
聞

乎
」。
孔
子
對
曰
、「
古
之
為
政
、
愛
人
為
大
。
所
以
治
愛
人
、

禮
為
大
。
所
以
治
禮
、
敬
為
大
。
敬
之
至
矣
、
大
昏
為
大
、
大

昏
至
矣
。
大
昏
既
至
、
冕
而
親
迎
、
親
之
也
。
親
之
也
者
、
親

之
也
。
是
故
君
子
興
敬
為
親
、
舍
敬
、
是
遺
親
也
。
弗
愛
不

親
、
弗
敬
不
正
。
愛
與
敬
、
其
政
之
本
與
」。（
公
曰
く
、「
寡

人
無ぶ

似じ

な
り
と
雖
も
、
願
く
は
三
言
を
行
う
所
以
の
道
を
聞
か

ん
、
聞
く
を
得
べ
き
か
」。
孔
子
対
え
て
曰
く
、「
古
の
政
を
為

す
は
、
人
を
愛
す
る
を
大
と
為
す
。
人
を
愛
す
る
を
治
む
る
所

以
は
、
礼
を
大
と
為
す
。
礼
を
治
む
る
所
以
は
、
敬
を
大
と
為
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す
。
敬
の
至
り
は
、
大
昏
を
大
と
為
す
。
大
昏
は
至
れ
り
。
大

昏
既
に
至
り
、
冕
し
て
親
迎
す
る
は
、
之
を
親
し
む
な
り
。
之

を
親
し
む
は
、
之
を
親
し
ま
し
む
る
な
り
。
是
の
故
に
君
子
は

敬
を
興
し
て
親
し
む
こ
と
を
為
す
。
敬
を
舍す

つ
る
は
、
是
れ
親

し
む
る
を
遺
る
る
な
り
。
愛
せ
ざ
れ
ば
親
し
ま
ず
、
敬
せ
ざ
れ

ば
正
し
か
ら
ず
。
愛
と
敬
と
は
、
其
れ
政
の
本
か
」。）（『
礼

記
』
哀
公
問
篇
）

・�

子
曰
、「
夫
民
教
之
以
德
、
齊
之
以
禮
、
則
民
有
格
心
。
教
之

以
政
、
齊
之
以
刑
、
則
民
有
遯
心
。
故
君
民
者
子
以
愛
之
、
則

民
親
之
。
信
以
結
之
、
則
民
不
倍
。
恭
以
涖
之
、
則
民
有
孫

心
。（
子
曰
く
、「
夫
れ
民
は
之
を
教
う
る
に
徳
を
以
て
し
、
之

を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民 
格
心
有
り
。
之
を

教
う
る
に
政
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、

則
ち
民 

遯
心
有
り
。
故
に
民
に
君
た
る
者
は
子
の
ご
と
く
し

て
以
て
之
を
愛
す
れ
ば
、
則
ち
民
之
に
親
し
む
。
信
以
て
之
を

結
べ
ば
、
則
ち
民
倍そ
む

か
ず
。
恭
以
て
之
に
涖の
ぞ

め
ば
、
則
ち

民 

孫
心
有
り
。）（『
礼
記
』
緇
衣
篇
）

④
導
之
以
儉
、
則
民
知
足
矣
。

・�

九
曰
以
度
教
節
、
則
民
知
足
。（
九
に
曰
く
度
を
以
て
節
を
教

う
れ
ば
、
則
ち
民
足
る
を
知
る
。）（『
周
礼
』
地
官
司
徒
・
大

司
徒
）

⑤
前
之
以
讓
、
則
民
不
爭
矣
。

・�

大
司
徒
之
職
…
…
、
而
施
十
有
二
教
焉
。
一
曰
以
祀
禮
教
敬
、

則
民
不
苟
。
二
曰
以
陽
禮
教
讓
、
則
民
不
爭
。
三
曰
以
陰
禮
教

親
、
則
民
不
怨
。
四
曰
以
樂
禮
教
和
、
則
民
不
乖
。（
大
司
徒

の
職
…
…
、
而
し
て
十
有
二
の
教
え
を
施
す
。
一
に
曰
く
祀
礼

を
以
て
敬
を
教
う
れ
ば
、
則
ち
民
苟
か
り
そ
めに
せ
ず
。
二
に
曰
く
陽

礼
を
以
て
譲
を
教
う
れ
ば
、
則
ち
民
争
わ
ず
。
三
に
曰
く
陰
礼

を
以
て
親
を
教
う
れ
ば
、
則
ち
民
怨
ま
ず
。
四
に
曰
く
楽
礼
を

以
て
和
を
教
う
れ
ば
、
則
ち
民
乖そ
む

か
ず
。）（『
周
礼
』
地
官
司

徒
・
大
司
徒
）

⑥�

德
成
則
名
至
矣
。
名
至
必
卑
身
〓
（
身
、
身
）
治
大
則
（
則
大
）

祿
・�

故
曰
、
貴
名
不
可
以
比
周
爭
也
、
不
可
以
誇
誕
有
也
、
不
可
以

埶
重
脅
也
、
必
將
誠
此
然
後
就
也
。
爭
之
則
失
、
讓
之
則
至
。

遵
道
則
積
、
誇
誕
則
虛
。
故
君
子
務
脩
其
内
、
而
讓
之
於
外
。

務
積
德
於
身
、
而
處
之
以
遵
道
。
如
是
、
則
貴
名
起
如
日
月
、

天
下
應
之
如
雷
霆
。
故
曰
、
君
子
隱
而
顯
、
微
而
明
、
辭
讓
而

勝
。（
故
に
曰
く
、
貴
名
は
比
周
を
以
て
争
う
べ
か
ら
ず
、
誇

誕
を
以
て
有と

る
べ
か
ら
ず
、
勢
重
を
以
て
脅
や
か
す
べ
か
ら

ず
、
必か
な
ら将

ず
此
れ
を
誠
に
し
て
然
る
後
に
就な

る
と
。
之
を
争
え

ば
則
ち
失
い
、
之
を
譲
れ
ば
則
ち
至
る
。
遵
道
な
れ
ば
則
ち
積
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み
、
誇
誕
な
れ
ば
則
ち
虚
し
。
故
に
君
子
は
務
め
て
其
の
内
を

脩
め
て
、
之
を
外
に
譲
る
。
務
め
て
徳
を
身
に
積
み
て
、
之
に

処
す
る
に
遵
道
を
以
て
す
。
是
く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
貴
名
の

起
る
こ
と
日
月
の
如
く
、
天
下
の
之
に
応
ず
る
こ
と
雷
霆
の
如

し
。
故
に
曰
く
、
君
子
は
隠
る
る
も
而
し
て
顕
わ
れ
、
微
な
る

も
而
し
て
明
か
に
、
辞
譲
す
る
も
而
し
て
勝
つ
と
。）（『
荀
子
』

儒
效
篇
）

⑦
俑
（
庸
）
言
之
信
、
俑
（
庸
）
行
之
敬

・�

庸
言
之
信
、
庸
行
之
謹
。（
庸
言
之
れ
信
に
し
、
庸
行
之
れ
謹

む
。）（『
周
易
』
乾
・
文
言
伝
）

・�

庸
言
も
必
ず
之
を
信
に
し
、
庸
行
も
必
ず
之
を
慎
む
。（
庸
言

必
信
之
、
庸
行
必
慎
之
。）（『
荀
子
』
不
苟
篇
）

こ
の
内
、
特
に
資
料
①
は
、『
論
語
』
子
路
篇
や
上
博
楚
簡

『
仲
弓
』
に
も
類
似
す
る
文
章
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
政
治
の
要
諦

を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
句
の
構
成
要
素
と
要
素
の
順
序

が
次
の
よ
う
に
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。

『
顔
淵
問
於
孔
子
』
…
…�

敬
宥
過
、
而
先
有
司
、
老
老
而
慈

幼

『
論
語
』
…
…
…
…
…
…
先
有
司
、
赦
小
過
、
舉
賢
才

『
仲
弓
』
…
…
…
…
…
…�

老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
舉
賢
才
、

宥
過
赦
罪

ま
た
、
②
は
、
為
政
者
の
側
が
身
を
修
め
て
率
先
す
る
こ
と
に

よ
り
、
民
を
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
も
の
で
、『
大
戴

礼
記
』
の
「
政
の
速
や
か
に
行
わ
れ
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
は
、
身

を
以
て
之
に
先
ん
ず
る
に
若
く
は
莫
き
な
り
」
と
い
う
記
述
に
類

似
す
る
。
③
は
、
積
極
的
に
民
を
広
く
愛
す
れ
ば
、
民
は
親
愛
の

情
を
忘
れ
な
い
と
説
く
も
の
で
、『
孝
経
』
の
「
之
に
先
ん
ず
る

に
博
愛
を
以
て
す
れ
ば
、
而
ち
民
其
の
親
を
遺
る
る
こ
と
莫
し
」

や
、『
礼
記
』
哀
公
問
篇
の
「
君
子
は
敬
を
興
し
て
親
し
む
こ
と

を
為
す
。
…
…
愛
せ
ざ
れ
ば
親
し
ま
ず
」
や
、
同
・
緇
衣
篇
の

「
民
に
君
た
る
者
は
子
の
ご
と
く
し
て
以
て
之
を
愛
す
れ
ば
、
則

ち
民
之
に
親
し
む
」
な
ど
と
類
似
す
る
文
言
で
あ
る
。
更
に
⑥

は
、
名
声
を
得
た
後
、
身
を
低
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て

大
い
に
禄
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
も
の
で
、
一
見
『
老

子
』
の
思
想
を
想
起
さ
せ
も
す
る
が
、
こ
れ
も
、
前
記
の
通
り
、

儒
家
系
文
献
で
あ
る
『
荀
子
』
に
、「
之
と
争
え
ば
則
ち
失
い
、

之
に
譲
れ
ば
則
ち
至
る
」
と
、
類
似
す
る
思
考
が
見
え
る
。

こ
う
し
た
類
似
現
象
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
は
、
儒
家
系
文
献
が
形
成
さ
れ
る
途
上
に
お
い
て
、

諸
文
献
に
ま
た
が
る
様
々
な
異
伝
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
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る
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
資
料
①
で
言
え
ば
、『
論
語
』
は
、
一
時
期
に
孔
子

の
言
葉
を
集
め
て
直
ち
に
完
成
体
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
弟

子
た
ち
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た
孔
子
の
言
葉
が
複
数
の
文
献

に
記
録
さ
れ
、
微
妙
に
言
葉
を
異
に
し
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た

後
、
最
終
的
に
『
論
語
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
論
語
』
の
編
纂
に
は
複
雑
な
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
接
続
未
詳
で
は
あ
る
が
、
資
料
⑦
も
注
目
さ
れ
る
。
も

し
『
周
易
』
伝
の
成
立
が
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
に
先
行
す
る
と
す

れ
ば
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
た
ち
が
『
易
』
を
学
び
、
そ
れ
に
類
似

す
る
言
葉
を
こ
の
文
献
に
記
録
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

上
博
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
と
伝
世
儒
家
系
文
献
と
の
類
似

現
象
は
、
儒
家
系
文
献
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
な
が
ら
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

結　

語

以
上
、
本
稿
で
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
八
分

冊
で
公
開
さ
れ
た
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容

と
思
想
史
的
意
味
、
さ
ら
に
は
儒
家
系
文
献
の
形
成
に
つ
い
て
若

干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
戦
国
時
代
に
お
い
て
、「
世
の
顕
学

は
儒
墨
な
り
」（『
韓
非
子
』
顕
学
篇
）
と
は
言
わ
れ
る
も
の
の
、

従
来
は
、
儒
家
の
思
想
的
活
動
の
具
体
的
内
容
を
窺
い
知
る
資
料

が
あ
ま
り
に
も
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
上
博
楚
簡
に
含

ま
れ
る
儒
家
系
古
逸
文
献
は
、
孔
子
以
降
の
儒
者
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
。
上
博
楚
簡
に
は
、
な
お
未
公
開
分
も
あ
る
と
聞
く
。

そ
れ
ら
を
含
め
て
、
さ
ら
に
儒
家
思
想
の
展
開
を
追
究
し
て
み
た

い
。

注

（
１
）�

以
下
の
情
報
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
八
分
冊
の
説
明

を
も
と
に
、
図
版
・
釈
文
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
筆
者
が
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
２
）
復
旦
吉
大
古
文
字
專
業
研
究
生
聯
合
讀
書
會
「《
上
博
八
・
顏
淵
問
於

孔
子
》
校
讀
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
Ｈ
Ｐ
、
二
〇

一
一
年
七
月
十
七
日
）。

（
３
）
陳
偉
「《〈
顔
淵
問
于
孔
子
〉
内
事
、
内
教
二
章
校
讀
》」（
簡
帛
網
、

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
二
日
）

（
４
）
黄
人
二
・
趙
思
木
「《
讀
〈
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
八
）
顔
淵

問
于
孔
子
〉
書
後
》」（
簡
帛
網
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
六
日
）
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（
５
）
注
（
２
）
の
論
考
に
付
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
上
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
。

（
６
）
注
（
２
）
の
論
考
に
付
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
上
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
。

（
７
）
こ
う
し
た
顔
淵
像
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
衣
笠
勝
美
「
魏
晋
・
南
北

朝
時
代
の
顔
回
像
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
二
十
六
号
、
一
九

九
八
年
）、山
際
明
利
「
宋
儒
の
「
屢
空
」
説
」（
北
海
道
中
国
哲
学
会
『
中

国
哲
学
』
第
二
十
七
号
、一
九
九
八
年
）、柴
田
篤
「「
顔
子
没
而
聖
学
亡
」

の
意
味
す
る
も
の
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
一
集
、一
九
九
一
年
）

参
照
。

【
附
記
】
本
研
究
は
、
平
成
二
十
一
年
度
～
二
十
五
年
度
、
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総

合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
湯
浅
邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、
台
湾
大
学
で

開
催
さ
れ
た
「
出
土
文
獻
研
究
方
法
國
際
學
術
研
討
會
」
に
お
い
て
口

頭
発
表
し
た「
上
博
楚
簡『
顔
淵
問
於
孔
子
』與
儒
家
系
統
文
獻
形
成
史
」

を
も
と
に
、
加
筆
修
訂
を
加
え
て
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（ 53 ）




